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新提案 

 

 

 

 

 本寄書に以下の新しい提案を記載する。 

 

 

１） クラスＲ回線の提案 

 

 １６０ｋＨｚ付近の線路損失が４０ｄＢ以上ある場合で、何らかの理由によりクラスＡ伝送機器

等では安定した接続が困難な場面では、応急の救済措置としてクラスＲ回線の収容を容認す

ることを提案する。ただし、クラスＲ回線は以下の条件のどれかひとつを満足していなければな

らない。 

 

条件１： 同一カッド１回線９５％値の干渉計算で、クラスＡ回線を妨げない。 

条件２： 同一隣接カッド５回線５０％値の干渉計算で、クラスＡ回線を妨げ

ない。 

 

 尚、クラスＲ回線の無制限な収容、あるいは別目的での収容を規制するために、クラスＲ回

線の総収容量を規制することは望ましいことであると考える。たとえばクラスＲ回線の総収容量

を１００万回線（全体の１％）未満とし、ＴＴＣで各事業者に割り当てるスキームを制定すること

には賛成する。 

 

 

２） クラスＳ回線の提案 

 

 新たな干渉源の収容を規制する目的で、ＴＣＭ－ＩＳＤＮ回線を保護対象とはするが、干渉源

から外すべきであると考える。そこで以下の条件をすべて満たすクラスＳ回線を定義し、ＴＣＭ

－ＩＳＤＮをクラスＡからクラスＳに移すことを提案する。 

 

条件１： クラスＡ回線と等価な保護対象とする。 

条件２： クラスＡ回線同様、無条件収容を容認する。 

条件３： クラスＡ回線等への干渉源と見なさない。 

 

 



３） ＴＤＤオーバラップの影響とＦＤＤオーバラップの影響を等価にすることについての提案 

 

 ＲｅａｃｈＤＳＬは、ＴＣＭ－ＩＳＤＮとは異なる方式のＴＤＤ回線である。そしてパラダイン社によれ

ば、ＲｅａｃｈＤＳＬの総収容数は１０万回線を超えている。今後、ＲｅａｃｈＤＳＬとは異なる新たな

ＴＤＤ回線が登場し、収容される場合が予想される。 

 したがって第三版では、同一周波数帯域におけるＴＤＤによるオーバラップの影響と、ＦＤＤに

よるオーバラップの影響を等価にすることを提案する。すなわち、ＴＤＤ回線による非干渉時の

Ｓ／Ｎ計算を除くことを提案する。 

 これにより、ＡＤＳＬではＡｎｎｅｘＡに対するＡｎｎｅｘＣの優位性がなくなる。しかしＶＤＳＬ回線の

収容がはじまりつつある現時点において、ＡＤＳＬのＡｎｎｅｘＡとＡｎｎｅｘＣを比較することは、もは

や重要なことではないと考える。 

 

 

以上。 


